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　Ⅰ　東かがわ市教育基本計画（平成２３年度～平成２８年度）

１　計画策定の趣旨

　　昨今、子どもたちの教育をめぐって、基本的生活習慣の乱れ、学ぶ意欲や学力・体力の低下、社会性や規範意識の欠如など、多くの課題が指摘されています。また、社会全体では、少子高齢化や高度情報化、国際化などが急速に進む中で価値観やライフスタイルが多様化し、人と人との結びつきが希薄になり、EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 丸ゴシックＭ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふるさと),故郷)で受け継がれてきた伝統や風習が急速に失われつつあります。

このような時代の中で、子どもたちが、夢や希望に向かって自ら学び、考え、たくましく生きていくためには、豊かな知性や豊かでEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 丸ゴシックＭ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やす),康)らかな心を身につけ、健やかな体をもち、お互いの人権を尊重し、社会の一員としての自覚をもつことが必要です。

そのためには、まず地域の大人たちが子どもたちの範となり、EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 丸ゴシックＭ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふるさと),故郷)を愛し、伝統や文化を大切にし、地域の発展に寄与していくこと、生涯を通じて学び続ける姿勢を示すことが重要です。
東かがわ市教育委員会では、これまでも毎年、教育目標や基本方針を策定し、各幼・小・中学校や社会教育関係団体に対して、年度ごとの教育の方向性を示してきました。国においては、教育基本法が改正され、新しい時代の教育理念が示されました。それに伴い、国の教育振興基本計画が策定され、各自治体においても、地域の実情に応じた教育の振興のために基本計画の策定が必要となりました。
そこで、東かがわ市教育委員会では、家庭教育・学校教育の充実をはじめ、生涯学習の推進や生涯スポーツの振興、EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 丸ゴシックＭ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふるさと),故郷)の豊かな伝統・文化の継承など、今後の教育の基本的な方向性を示し、重点施策を明記した教育基本計画を策定するものです。
２　計画の期間

東かがわ市教育基本計画の計画期間は、平成２３年度から平成２８年度までの６年間（前期３年、後期３年）とし、前期の最終年度である平成２５年度において後期に向けての見直しを行うこととします。

３　基本理念

夢や志をもち、ふるさとを愛し、
智・徳・体を身につけた人づくり
４　目　標

· 　家庭・学校・地域で基本的な生活習慣を身につける
生活のために必要な習慣の大切さを知り、それらを身につけ、次世代へとつなげる人づくり
· 　健体康心に励み、体力と礼節を身につける
社会のルールを守り、社会の一員としての資質を身につけ、健やかな体と豊かでEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 丸ゴシックＭ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やす),康)らかな心をもった人づくり
· 　美しい日本語を学び、正しい日本の文化を身につける
言語感覚を磨き、EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 丸ゴシックＭ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふるさと),故郷)の歴史・伝統・文化を正しく身につけた人づくり

５　施策の基本方針

３つの目標のもと、以下の４つの基本方針を軸として東かがわ市の教育を推進します。






１－①　家庭の教育力の向上を図る

保護者は、子どもに生活のために必要な習慣を身に付けさせるとともに、自律心を育成し、心身の調和のとれた発達を促すよう努めなければならない。教育の原点である家庭の教育力を高めるために、多様な機会をとらえて啓発し、保護者の資質の向上を促す。併せて、全ての親が自信をもって安心して子育てができるよう、関係機関の連携はもとより、地域全体で家庭教育の支援に取り組む。

【現況】

· 生活スタイルの変化により、保護者が子どもに手伝わせる家庭の仕事が減少し、保護者世代も自分で作ったり、工夫したりするよりは、安く買って済ませることが増えてきている。子どもの外遊びもほとんど見られなくなり、家庭で個別にテレビゲームをして遊ぶ機会が増えている。また、少子化や核家族化が進展し、個の生活を優先するという考えが広まり、地域とのつながりも希薄になってきている。このような中で、子どもの生活リズムや食の乱れが全国的な問題として取り上げられている。本市においても、肥満傾向児や朝ごはんを食べていない子どもが増加しつつある。
· 子育てに悩みをもつ家庭の要因として、保護者が若年であること、保護者が孤立しがちであること、発達障害をもつ子の育て方に悩んでいること、低所得のために教育費に苦慮していることなどがあげられる。

· 幼・小･中学校で家庭教育学級を開設し、学級生相互の交流を図り、子育てに関する情報交換、相談、助言や指導により、家庭教育の推進を図っている。参加者がやや固定化しており、不参加者に対する通信の発行などを行っている。

【施策】

・家庭の教育力の向上に向けた総合的な取組
それぞれの家庭が置かれている状況やニーズを踏まえ、かつ、家庭教育の自主性を尊重しつつ、子育てに関する学習機会や情報の提供、相談や専門的人材の養成などの家庭教育に関する総合的な取組を関係機関が連携して行う。こうした取組の成果を全ての関係団体に周知し、共有すること等を通じ、地域の子育て経験者、民生委員や保健師などの専門家が連携し、身近な地域におけるきめ細かな家庭教育支援を実施する。
・幼稚園等を活用した子育ての支援

幼稚園や保育所が有する人的・物的資源の活用及び家庭教育学級開催時の場の活用を通して施設の開放、保護者同士の交流、情報の提供、子育てに係る相談・助言などを行い、子育ての支援を行う。


１－②　家庭・学校・地域の連携・協力を強化し、地域全体の教育力の向上を図る

家庭、学校及び地域住民等の相互の連携・協力を実効性のあるものにするために、それぞれの役割と責任を自覚した上で、より多くの市民が参画できる具体的な仕組みを整え、地域全体の教育力向上に取り組む。
【現況】
· 子ども・家庭・若者が抱える問題は複雑化しており、一つの機関で対応できるものではなくなっている。市教育支援センターへの教育相談の件数は、年々増加傾向にある。

· 中学校区毎にある児童館では、季節に応じた行事や異年齢交流、地域奉仕活動等を実施し、多様な体験の機会をもっている。また、地域の団体(老人会や婦人会、民生委員等)の協力を得て、夏祭りなどのイベントを開催し、子どもたちとのふれあいの場をもち、交流を深めている。

· 青少年育成東かがわ市民会議において各種事業を実施し、青少年の自主性や社会性、豊かな心を育み、家庭・学校・社会教育の充実を図っている。また、青少年の健全育成のために、家庭・学校・地域社会が一体となった非行防止推進体制の充実に努めている。

【施策】
・地域ぐるみで学校を支援し子どもたちを育む活動
学校と地域との連携・協力体制を構築し、地域全体で学校を支え、子どもたちを健やかに育むことを目指し、「学校支援地域本部」をはじめ、地域住民のボランティア活動等による積極的な学校支援の取組を行う。こうした取組の成果を全ての学校に周知し、共有すること等を通じて、市内中学校区で地域が学校を支援する仕組みづくりを推進する。併せて、民間団体を活用し、学校と地域住民や民間団体をつなぐコーディネーターを育成する。
・家庭、地域と一体になった学校の活性化

保護者や地域住民が一定の権限と責任を持って学校運営に参画して、地域に開かれ、信頼される学校づくりを進める。
・放課後や週末の子どもたちの体験・交流活動等の場づくり
放課後や週末等の子どもたちの安全・安心な活動拠点として、小学校の余裕教室等を活用し、地域住民の参画を得て、学習活動や様々な体験・交流活動等の場や適切な遊び及び生活の場を与える。このことを通して、子どもたちの健全な育成を図る「放課後子どもプラン」などの取組が、市内小学校区で実施されるよう、市長部局と連携し、検討を行う。

・青少年を有害環境から守るための取組
インターネットや携帯電話、出版物等の各種メディア上の有害情報が深刻な問題となっていることを踏まえ、社会の有害環境から子どもたちを守るための取組体制を整備する。併せて、フィルタリング(有害サイトアクセス制限)の理解増進に関して、事業者等と連携して取り組むとともに、保護者をはじめとする関係者の意識向上に向けた啓発活動を実施し、保護者のフィルタリングの認知率を向上させ、子どもが使用する携帯電話等において、原則としてフィルタリングが利用されることを目指す。

また、各種メディアへの過度な依存による弊害について啓発するとともに、子どもたちが有害情報等に巻き込まれないよう、地域、学校、家庭における情報モラル教育を推進する。
・関係機関の連携による子ども、若者、家庭等に関する支援
社会全体で教育の向上に取り組むため、教育関係者の代表が一堂に会し、教育課題について議論を行う場を定期的に設けるなど相互理解の促進に取り組む。

また、学校においては、教育相談を必要とする全ての児童生徒が適切な教育相談を受けることができるスクールカウンセラー
やスクールソーシャルワーカー
等の活用など教育相談体制の整備を支援する。

１－③　たくましく生きるために体力の向上や健康教育の推進を図る

　生活様式や運動習慣の変容によって、子どもの体格は向上しているものの体力は低下している。また、食生活を取り巻く社会環境の変化に伴い、偏った栄養摂取などの食生活の乱れや肥満傾向児童生徒の増加が見られる。子どもがたくましく生きていけるよう学校給食の推進をはじめ、家庭・学校・地域等が連携し、子どもの体力の向上や食育、健康教育を推進する。

【現況】

· 全国体力・運動習慣等調査の結果からは、小･中学生の運動習慣の有無や体力合計点が二極化傾向にあることが伺える。

· 幼稚園、小･中学校では、栽培活動や調理実習を通じて食育教育を推進している。保護者参加の機会を設け、より効果的な食育教育を行っている園・校もある。小･中学校では学級活動、保健体育、家庭科等で、正しい栄養摂取や望ましい生活習慣等について学習している。各学校の要請を受け、栄養教諭が学校に出向き、食べることの楽しさや食べ物の栄養に関する講話等の栄養指導を行っている。

· 幼稚園の家庭教育学級で保健師による健康講話、保護者への健康相談事業を実施している。小･中学校では、肥満傾向の児童生徒(保護者)への啓発や疾病の治療勧告を行っている。保護者の意識によって家庭での対応に差があるので、学校保健委員会、PTA主催の講演会等を利用して啓発を行っている。

· 学校給食では、食物アレルギーの実態及び動向を把握するため実態調査を年1回実施し、希望者は食物アレルギー対応除去食(対象：卵、飲用牛乳)としている。
【施策】
・家庭、学校、地域の連携による子どもの体力向上
長期的に低下傾向にある子どもの体力を上昇傾向に転じさせ、昭和60年頃の水準に回復させることを目指し、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」に基づく子どもの体力向上のため、土曜日授業モデル事業等の取組を支援するとともに保護者向けの啓発事業等を実施する。

また、子どものスポーツ機会を確保するため、総合型クラブやスポーツ少年団と連携し、放課後子ども教室や放課後児童クラブ（「学童保育」）等における活動の中で、子どもに運動やスポーツに親しむ機会を提供する。
・学校給食の充実
子どもたちに望ましい食習慣を身に付けさせるため、栄養教諭を中核とした学校・家庭・地域の連携による食育の充実を推進する。併せて、食に関する指導の充実を図るため、学校給食において地場産物を活用する取組を促すとともに、米飯給食の一層の普及・定着を図る。また、学校給食の意義や役割について、児童生徒や教職員、保護者や地域住民の理解と関心を深める。
・家庭、学校、地域の連携による食育と地産地消の充実
学校給食に「顔が見える、話ができる」生産者等の地場産物を使用し、食に関する指導の「生きた教材」として活用することは、子どもが食材を通じて地域の自然や文化、産業等に関する理解を深めるとともに、それらの生産等に携わる者の努力や食への感謝の念を育む上で重要であるほか、地産地消を推進する上でも有効な手段である。このため、学校給食において地場産物を使用する割合の増加を目標とする。
保護者に対する食育の啓発として、親子での調理などの実践的な活動を通して食事への興味や関心を高める。
・家庭、学校、医療機関等の連携による健康教育

様々な心身の健康問題に対応し、子どもが安心して学校生活を送ることができる環境を整備するため、学校、保護者、地域の保健部局や医療機関等の連携による健康教育の推進を図るとともに、全ての小･中学校における教育面と管理面から成る学校保健に関する計画を策定する。
家庭教育学級、給食試食会等の機会を捉え、子どもの生活リズムの大切さについて、保護者への啓発を行う。

２－①　知識・技能や思考力・判断力・表現力、学習意欲等の「確かな学力
」を確立する

学習指導要領の改訂をうけ、次代を担う子どもたち一人一人に「生きる力
」を育むため、基礎・基本的な知識や技能を習得させる。さらに、知識や技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等の能力及び主体的に学習に取り組む学習意欲や態度を培い「確かな学力」を養う。

【現況】

· 全国学力・学習状況調査の結果からは、基礎・基本の内容はおおむね身に付いているものの、これらを活用した設問にはやや課題が見られている。学習活動の中に思考する場、判断する場、表現する場を意図的に組み入れ、児童生徒が主体的に学習に取り組めるよう努めている。

· 学習習慣については、学校から課題として出されたものは、ほとんどの者がしようとするが、自主的な学習習慣の定着には課題があり、小･中学校で家庭学習の進め方について情報提供や指導を行っている。自主的な学習習慣と授業内容の理解度には相関が見られる。

· 新学習指導要領は小学校で平成23年度より全面実施、中学校で平成24年度より全面実施となる。新学習指導要領を踏まえ、平成21年度より移行措置として徐々に先行実施を行ってきている。習熟度別・少人数指導やALT
等外部人材の活用を行い、基礎的な知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力等の育成に努めている。

· 引田小学校・中学校が同一敷地内に併設され、平成23年4月より開校する。

【施策】

・総合的な学力
向上策の実施
「確かな学力」を確立するため、知的活動、コミュニケーションや感性・情緒の基盤である言語に関する能力の育成、理数教育の重視、小学校段階における外国語活動を含めた外国語教育の充実、十分な授業時数の確保などを目指す小･中学校の新学習指導要領を踏まえ、また、習熟度別・少人数指導や専科教員も活用しながら、基礎的な知識・技能の定着と思考力・判断力・表現力等の育成や言語に関する能力の育成、理数教育や外国語教育を充実する。
・学力調査等の結果を活用した学習指導と生活指導の改善への支援
児童生徒の学力や学習状況を把握し、教育施策や指導の改善に活用するため、学力調査等の結果から児童生徒の学力、学力と学習状況の関係等を分析・検証し、課題が見られる学校の改善に向けた土曜日授業モデル事業等の取組への支援や、優れた取組の普及等を行う。また、全ての学校において、保護者への説明責任を果たしつつ調査結果を活用し改善に向けて取り組む検証改善サイクルが確立されるよう促す。
・学校の創意工夫による取り組みへの支援
同一敷地内に開校する引田小学校・引田中学校で小･中連携教育を進め、中１ギャップ
の解消と９年間を見通した確かな学力の定着を目指す。

また、学校現場の創意工夫による取組を支援するため、習熟度別指導・少人数指導の教員や小学校高学年での専科教員の適正配置、教材開発などの教員のチームによる取組の支援、図書の充実を図る。

・「確かな学力」を育てるきめ細やかな指導の充実

複式学級を複数有する学校に市費講師を配置し、発達段階に応じた指導のさらなる充実を図る。
幼稚園・保育所では、園児の小学校生活へのなめらかな移行のために、小学校教職員との連携のもと、交流活動を進める。

２－②　規範意識を養い、豊かでEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やす),康)らかな心と健やかな体をもつ子どもを育成する

生涯をより良く生きようとする力の源泉となる、豊かでEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(やす),康)らかな心と健やかな体を育成する。併せて、将来、責任ある社会の一員として生きる自覚を促し、必要な資質を養う。

【現況】

· 全国学力・学習状況調査の結果からは、家庭での手伝いや体験活動があまり行われていないこと、周囲に困った人がいたら助け合って生活するという意識がやや低調であることが伺える。また、自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることにつながるような人権教育を推進しているが、それが日常の行動や態度に反映されていない場面が見うけられる。

· いじめについては、小･中学校で定期的に調査を行ったり、随時相談の窓口を設けたりすることにより、早期発見・早期解決をめざしている。問題行動等については、本人への指導とともに、保護者への報告と指導依頼、ケースによっては他機関との連携を図っている。

· 全国体力、運動能力調査の結果からは、継続して運動をする者としない者について、二極化傾向が見えている。中学生の運動部活動への参加する者は、全国に比べて多い。

· 東かがわ市子ども会連絡協議会や子ども会で行われている子どもの主体的な活動、仲間づくりや地域活動、命を大切にする活動、運動能力を高める活動を支援し、心と心をつなぐ子ども会活動の推進を図っている。

【施策】

・豊かな心を育むための体験活動や道徳教育の充実
子どもたちの豊かな情操や規範意識、公共の精神などを育む観点から、道徳教育の充実に向けて、道徳教育担当教員を中心とした全校的な指導体制の下での指導計画づくりなどを促進するとともに、指導方法・指導体制等に関する研究や教材の作成などに総合的に取り組む。また、子どもの発達の視点を踏まえつつ、家庭、学校、地域が一体となって徳育を推進するための諸方策について幅広く検討を行う。
・人権意識の高揚を図るための教育推進
人権・同和教育研究会、人権・同和教育研究指定校授業研究会において、異校種間、関係諸機関との連携を図りながら協議の機会を多く持ち、本市の人権・同和教育の一層の充実を図る。

・規範意識を養い、生涯にわたって学び続ける意欲の育成
学校教育において、教育目標が達成されるよう、教育を受ける者の心身の発達に応じて、体系的に教育が行われなければならない。このとき、教育を受ける者が学校生活を営む上で必要な規律を重んじると共に、自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることが重要である。

基本的な生活習慣や人としてしてはならないことなど社会生活を送る上でもつべき最低限

の規範意識、生命の尊重、他者への思いやりなどを培うとともに、法やルールを遵守し、適切に行動できる人間を育成する。これにより、「学校のきまりを守っている」、「学校生活が充実している」、「落ち着いて授業を受けることができる」と感じる子どもを増やす。
・いじめや問題行動に対するサポート体制の整備
いじめ、暴力行為等への対応の推進を図るため、問題行動を起こす児童生徒への毅然とした指導を促すとともに、未然防止、早期発見・早期対応につながる効果的な取組や関係機関等と連携した取組、いじめられている児童生徒の立場に立った取組を推進する。その際には、非行防止教室の開催、外部の専門家等などを有効活用する。

また、学校においては、教育相談を必要とする全ての児童生徒が適切な教育相談を受けることができるよう、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の活用など教育相談体制の整備を支援する。
・不登校の子ども等の教育機会についての支援

不登校の児童生徒への学校内外における相談体制の整備を進め、教育機会について支援を進める。


２－③　「人づくり」に応じる教職員の能力・資質の向上を図る

教職員は、子どもたちの心身の発達にかかわり、日々の言動が人格形成に大きな影響を与える存在であるので、その資質・能力を向上させるための研修を充実する必要がある。また、教職員が、授業等で一人一人の子どもに向き合える環境をつくるため、教職員配置の適正化や外部人材の活用、教育現場の情報通信技術等化に総合的に取り組む。

【現況】

· 東かがわ市幼稚園・保育所新任研修として幼・保の新人職員に対する研修を年間5回実施している。小･中学校においては、新規採用教員に対する初任者研修を県教育委員会・教育事務所とは別に年間2回程度行い、授業や生徒指導上の問題について等の研修を行っている。

· 教職員は、校内外での研修等に積極的に参加したり、異校種での保育・授業研究会に参加し、子ども理解を深めて自校での指導に生かそうとしたりしている。その他、県等の指定を受けて研究を推進している学校もあり、全県に成果を発表している。

職員の移動の負担や旅費の軽減を図るため、東かがわ市主催の研修会をもっている。

· 児童生徒の意欲の高揚や内容の確実な理解につながるよう、平成22年度に市内小･中学校に電子黒板や大型テレビを導入した。また、データの共有と相互利用による事務の効率化のため、教職員1人に1台のパーソナル・コンピュータを整備した。

· 教育活動の成果の検証と客観性・透明性の確保を通じて学校運営の改善と発展をめざし、適切に説明責任を果たし、保護者・地域との連携協力を推進するため、学校評価を行い、各学校のホームページで公開している。

【施策】
・教員が子ども一人一人に向き合う環境づくり
教員が子ども一人一人に向き合う環境づくりの観点から、スクールカウンセラー、特別支援教育支援員、部活動の外部指導者等の専門的・支援的スタッフや外部人材の積極的・効果的な活用を図る。

併せて、教育現場のICT
化、事務の簡素化、学校事務の共同実施などに取り組む。

・研究・研修等への支援
学校全体の教育力を向上させるとともに、学校組織の活性化を図るため、それを支える教職員一人一人の資質の向上を図る。そのため、教職員の資質向上のための研修や指導的役割を担う教職員に対する研修、今日的な課題に対する研修等を推進する。

・教員評価制度の充実
学校教育に対する信頼を確保し、教員の資質を向上させるために、教員評価に関する取組を促す。
・学校評価の充実とその結果に基づく学校運営の改善
教育活動等の成果の検証とその客観性・透明性の確保を通じて学校運営の改善と発展を目指すとともに、適切に説明責任を果たし、保護者・地域住民等との連携協力の促進を図るため、学校評価システムの充実に向けて取り組む。

具体的には、教職員による自己評価を全ての学校で実施するとともに、保護者等による学校関係者評価について、できる限り全ての学校で実施されることを目指し、各学校の取組を促す。また、それらの評価結果の公表などの積極的な情報公開を促すとともに、評価結果について設置者に報告し、その結果に基づき教員及び各教科の授業改善をはじめとする学校運営の改善を図るよう各学校の取組を促す。教育活動に関する児童生徒・保護者による評価を行う際には、匿名性の確保に配慮するよう促す。専門的・客観的な視点からの第三者評価について更に検討を深め、その仕組みの確立に向けて取り組む。
・学校評議員制度の活性化
学校評議員制度は、地域に開かれた信頼される学校づくりのために、学校の教育目標や計画、教育活動の実施、学校と地域の連携の進め方などに関して保護者や地域住民の意向を把握し、地域の協力を得たり、学校運営の状況を周知したりするものである。学校評議員は、教育に関する理解及び識見を有する者を、校長の推薦により、市教育委員会が委嘱する。

２－④　特別なニーズに対応した教育を推進する

障がいのある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた取組を支援するという視点から、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う。

【現況】

· 小･中学校に必要に応じて特別支援学級を開設し、個々の教育的ニーズに対応した教育を推進している。

· 小学校に特別支援教育支援員を配置している。また、平成22年度より丹生小学校に通級指導教室を開設し、個に応じたきめ細やかな教育に努めている。幼稚園において、障がいをもつ幼児の状況把握のため、5月と11月に「障がいに関する調査」を実施し、状況に応じて職員を配置している。また、小学校配置の支援員と幼稚園配置の職員対象の研修会を実施し、資質向上を図っている。

· 教育支援カウンセラーが市内幼・小･中学校等を巡回し、個に応じた支援体制の確立に向けて学校・保護者と関係機関をつないだり、相談活動等を行ったりしている。

· 幼稚園、小･中学校に在籍(予定)の幼児児童生徒の次年度の教育について、専門的・多面的・長期的視野からその子どもに最も適した教育を行えるよう就学指導委員会を行い、保護者への指導・助言を行っている。
【施策】
・特別支援教育の充実
発達障害を含む障がいのある子ども一人一人の教育的ニーズを把握し、適切な支援を行うため、特別支援教育支援員の配置を行い、小･中学校に在籍する障がいのある児童生徒に対して「個別の指導計画」等の作成を促す。
・関係機関の連携による子どもの可能性を引き出す教育

個々のケースに応じて関係機関が連携し、情報交換や協議、助言等を行い、問題の早期発見、早期解決を目指す。

２－⑤　社会の変化に対応した教育を推進する

高度情報通信ネットワーク社会や国際社会の進行、また地球温暖化防止や自然環境の保全をはじめとした環境問題などの社会の変化に対応する資質と能力を養い、一人一人の社会的自立の実現をめざす。

【現況】

· 現代の情報氾濫社会の中で、自分に必要な情報を得るためには、確かな問題意識と情報機器活用能力が必要である。学校では、総合的な学習の時間等において、コンピュータやインターネットの積極的な活用がなされており、子どもたちが情報モラルや情報の活用スキルを身につけていくことが今後一層求められる。

· 自然環境保護については、その必要性がうたわれ、国による様々な施策が行われており、環境保全の意識は高まってきている。しかし、実際にクリーンエネルギーがどのようなものかの実感はあまりもてていない。

· 子どもが自分の進路や将来の姿を考えていくためには、身近に大人像のモデルが必要である。しかし、社会環境の変化に加え、雇用の多様化・流動化、情報の氾濫、また、地域の人々との関わりの希薄化により、理想的な大人のモデルが見付けにくい状況となっており、子どもが将来に向けて希望あふれる夢を描くことが難しくなっている。

【施策】

・情報通信技術を活用した情報教育
児童生徒が情報の活用スキルを身に付けられるよう、パーソナル・コンピュータを使用した学習を支援する。
・自然環境保全に配慮した環境教育
児童生徒が身近な自然に触れることで環境についての理解を深め、責任を持って環境を守る意識の育成に努める。

・国際社会に対応した国際理解教育
社会や経済のグローバル化が急速に進展し、異なる文化の共存や持続可能な発展に向けて国際協力が求められるとともに、人材育成面での国際競争も加速していることから、学校教育において外国語教育を充実することは重要な課題となっている。

平成23年度より小学校新学習指導要領の全面実施となり、高学年における外国語活動が年間35単位時間行われる。原則として英語を扱う。中･高等学校においてコミュニケーション能力を育成するための素地をつくるため、小学校段階で外国語に触れたり、体験したりする機会を提供する。
・勤労観、職業観を育てるキャリア教育や職業教育

中学校を中心とした職場体験活動をはじめ、キャリア教育を推進する。

３－①　安全で安心な教育環境を実現する

地域の中で子どもを守り育てる環境づくりを一層推進し、子どもたちが安全な環境で安心して学び、生活できるよう、教育環境の整備に取り組む。

【現況】

· 現在の小･中学校で空調設備が設置されているのは、保健室や図書室、コンピュータ室、校長室等となっており、子どもたちが1日の大半を過ごす教室は空調設備が整っていない。立地条件による風向きや地球温暖化の影響で、窓を開けていても教室の室温が体温を超える日が続き、子どもたちが学習に集中して取り組むことが難しくなっている。また、空調設備を整えた家庭が増え、子どもたちの暑さに対する耐性は以前よりも弱くなっている。

· 子どもたちの登下校の安全を守るために地域の有志によるボランティア団体が市内小学校で活動している。本町小学校防犯安全パトロール隊の活動が認められ、平成22年度文部科学大臣表彰を受けている。また、スクールガード・リーダー
が園児児童生徒の登下校の指導や各幼・小･中学校における防犯・安全教育の指導を行っている。

· 保護者の就労等により、昼間、保護者が家庭にいない小学校1～3学年児童を対象として、適切な遊びや生活の場を提供する放課後児童クラブ事業を実施している。少子化が進行し、児童数は減少しているものの、放課後児童クラブの利用者数の割合は増加傾向にある。
・施設数　7箇所　　　・利用登録数　　205名　（平成22年4月現在）

· 小学校1～6年の児童が安全な環境で安心して過ごせる活動拠点(居場所)を設け、学習やスポーツ、文化活動等の様々な体験活動や交流活動を行う放課後子ども教室を運営している。地域の方々の協力を得て、ともに活動を行っている。

・開催教室数　6教室　・児童登録数　　222名　(平成22年9月1日現在)

【施策】
・学校等の教育施設の空調設備設置による安全・安心な施設環境の構築
児童生徒等が安心して学び、生活する場であるとともに、応急避難場所としての役割も果たす小･中学校等の教育施設整備を行う。併せて、空調設備の設置などにより施設環境の整備を実施する。
・地域のボランティア等との連携による学校内外の安全確保

学校や通学路等で子どもたちが安全に過ごせるよう、学校と地域のボランティアや関係機関との連携による地域ぐるみで子どもの安全を守る環境の整備や、子ども自らが安全な行動をとれるようにするための安全教育の取組を推進する。その一環として、小学校におけるスクールガード・リーダーの配置を目指す。併せて、事件・事故や自然災害から子どもの安全を確保す
るため、全ての小･中学校において、教育面と管理面から成る学校安全に関する計画を策定する。
・放課後や週末の子どもたちの体験・交流活動等の場づくり

子どもたちの安全・安心を確保するとともに、質の高い教育環境を整備する観点からも、放課後や週末の子どもたちの体験・交流活動等の場づくりを推進する。
(基本方針１－②【施策】放課後や週末の子どもたちの体験・交流活動等の場づくり 参照。)　


３－②　特色ある学校づくりに向けた教育環境を整備する

子どもたちの学習や学校生活の場としてふさわしい教育環境の創出をめざすため、東かがわ市学校施設整備構想を踏まえ、学校再編事業に取り組み学校教育環境の充実に努める。さらに、子どもたちが、質の高い充実した教育環境の中で学ぶことができるよう、教材や図書の整備を図る。また、「分かる授業」の実現や「確かな学力」の向上に対応した学習環境づくりに取り組む。

【現況】

· 引田中学校区学校再編事業により、平成22年度で校舎等の建築が完了し、平成23年4月より新たに引田小学校・引田中学校としてスタートする。

· 平成22年度に引き続き、大川中学校区学校再編事業に関連する大川中学校校舎等改修工事と統合小学校校舎等の主要工事が予定されている。平成25年4月には丹生小学校と誉水小学校が統合し、大川中学校と併設した校舎での教育を行う。三本松小学校については、平成31年4月に統合する。小学校が段階的に統合し、小･中併設校であるという特色を踏まえた今後の小･中連携教育のあり方を研究する。
· 白鳥中学校区学校再編事業は、平成22年度で小･中校舎等の耐震化事業が完了した。
· 幼稚園と保育所を一体的に運用する幼保一体化施設開園に伴い、運用内容の協議や施設の整備計画を実施している。

· 小･中学校では学校図書館担当教員や司書教諭を中心に学校図書館の活用や読書指導の充実に取り組んでいる。平成22年度には、引田中校区、大川中学校区の図書資料のデータ入力が終了した。今後、白鳥中学校区についてもデータ入力を行い、学校図書館の資料の貸し出しをコンピュータ管理し、図書整備の充実とともに検索機能・市の図書館や各学校との相互貸借機能の充実を図る予定である。

· 小学校では平成23年度より、中学校では平成24年度より新学習指導要領の全面実施となり、全ての教科書が新しいものに変わる。これに伴い、教材や教具も新学習指導要領の趣旨に沿ったものを新たに整備する必要がある。
【施策】
・計画的な学校再編整備による特色ある学校づくり
平成23年4月開校の引田小学校・引田中学校では、小･中学校の校舎を同一敷地内に併設し、義務教育9年間を見据えた小･中連携教育を行う。

平成25年4月には、誉水小学校と丹生小学校が閉校し、新しい小学校が開校する。新しい小学校は大川中学校敷地内に建設される予定である。
・学校図書館の整備
学校図書館資料の整備充実及び積極的な活用を図るために、学校図書館司書を配置する。
・教材、教具の充実による適切な学習環境づくり
学習指導要領の改訂を踏まえ、新たな教材整備計画に沿って計画的に整備を進める。


３－③　学びを保障するため教育機会の均等を確保する

教育の機会均等の観点から、能力があるにもかかわらず、経済的な理由により修学が困難な者に対して支援の措置を講じる。

【現況】

· 新高校１年生以上を対象に、例年10名程度の奨学生を決定している。学校種と自宅・自宅外からの通学等により金額が設定されている。市広報紙で周知し、毎年度1月に書類審査及び保護者聞き取り、2月に面接審査を実施し、奨学生を決定している。

· 園児、児童生徒を対象とし、経済的な負担を軽減するために就学支援を行っている。希望する保護者からの申請書類を審査し、認定の場合は学用品費、校外活動費、通学用品費、新入学児童生徒学用品費、学校給食費、修学旅行費等を扶助している。

【施策】
・奨学金貸付基金事業の適正運営
経済的な理由で修学が困難な生徒等に対して奨学金を貸与し、優秀な人材育成を進め、市民が安心して子どもを育てられる環境づくりに努める。

・児童生徒の就学支援

経済的理由により子どもを就学させることが困難な保護者に対して、学校生活に必要な経費の一部を援助する。

４－①　いつでも、どこでも学べる環境をつくる

生涯学習の理念を踏まえ、生涯を通じて学び、自己の内面を磨くとともに豊かな人生を送ることができるよう、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができる社会の構築を目指す。

【現況】

· とらまる図書館、歴史民俗資料館で図書、記録、視聴覚資料その他必要な資料を収集、整理・保存し、利用しやすい図書館となるよう努めている。白鳥地区に市立図書館がないため、地域の公民館等を通じてとらまる図書館や歴史民俗資料館の図書の貸借を行っている。

· 公民館運営審議会で市民の多様なニーズの把握に努め、ニーズに応じた講座等を開催している。

· 平成22年9月に交流プラザがオープンし、生涯学習の拠点として多くの人が利用している。

· 全自治会対象の人権啓発研修会、人権に関する出前講座、その他様々な研修会を行っているが、広く市民の関心、共感を呼び起こすまでには至っておらず、参加者がやや固定化している。

【施策】

・図書館や歴史民俗資料館の活用を通じた市民の学習活動の支援

図書館が市民にとって身近な「地域の知の拠点」となり、誰もが利用しやすい施設としての機能を果たすよう促す。また、「東かがわ市子どもの読書活動推進計画」を踏まえ、子どもが読書に親しむ機会の提供と諸条件の整備を行う。
地域住民の参画を得ながら地域の自然、歴史、文化等に関する質の高い歴史民俗資料館活動が行われるよう、子どもや地域住民が地域の歴史や文化財に触れる機会等の提供を行う。
・公民館等の活用を通じた地域の学習拠点づくり
公民館や交流プラザをはじめとする社会教育施設について、地域が抱える様々な教育課題への対応や社会の要請が高い分野の学習など地域における学習の拠点、さらには人づくり・まちづくりの拠点として機能するよう促す。併せて、公民館の運営状況に関する評価の実施や地域住民に対する積極的な情報提供を促す。また、社会教育施設における学習の成果を活用した、地域において必要とされているボランティア活動等を促す。
・持続可能な社会の構築に向けた教育に関する取組
一人一人が地球上の資源・エネルギーの有限性や環境破壊、貧困問題等を自らの問題として認識し、将来にわたって安心して生活できる持続可能な社会の実現に向けて取り組むための教育(ESD)の重要性について、広く啓発活動を行うとともに、関係機関の連携を強化し、このような教育を担う人材の育成や教育プログラムの作成・普及に取り組む。特に、ESDを主導するユネスコ
の世界的な学校ネットワークであるユネスコ・スクール
に加盟する学校を支援する。
・人権教育や社会的課題に対応するための学習機会の提供
学校内外において、人権尊重の意識を高める教育を推進するとともに、男女共同参画社会の形成に向けた学習や仕事と生活の調和に関する学習、消費者教育、金融教育、法教育、エネルギー教育など社会生活を営む上で重要な課題に対応するための学習機会の提供を推進する。


４－②　地域に根ざした文化・芸術を振興する

文化財は市の貴重な資産であり、地域づくりの核となるものである。市内に残る多様な文化財を正確に調査・把握し、長期的な視野で計画的に保存・活用を図る。また、とらまる人形劇場や文化財を地域のシンボルとし、周辺の環境を含め、東かがわ全域で文化的な空間づくりに努める。
【現況】

· 国指定文化財 42 (内、登録有形文化財 26)、県指定文化財 18、市指定文化財 68　の文化財の保存に努めている。東かがわ市教育委員会のホームページで文化財についての情報提供を行っている。

· 歴史民俗資料館では、時代ごとに道具を置いた常設展示とともに、東かがわ市ならではの企画展示を年間5回開催し、広報紙等で市民に知らせている。地域の文化財を紹介し、文化財に触れる機会の提供と文化財に関する知識の向上に努めている。

【施策】

・文化財の適切な保護による次世代への確かな継承
伝統と文化を尊重し、それらを育んできた郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う観点から、我が国や故郷の伝統・文化を受け止め、それを継承・発展させるための教育を推進する。
・文化財、文化・芸術を活用した生涯学習の振興

地域において民俗芸能、邦楽、茶道、華道などの伝統文化に関する活動を計画的・継続的に体験・修得する機会を提供する。また、子どもたちが、学校や地域の文化施設において、優れた舞台芸術の鑑賞や文化芸術活動への参加ができる機会を支援する。

４－③　市民一人一人が日常的に楽しめる生涯スポーツを振興する

誰もがいつでも気軽にスポーツを楽しめる環境をつくるためには、市民が身近に楽しめる地域スポーツ活動の振興、スポーツ・レクリエーション大会等の開催によるスポーツの場や参加機会の拡充が求められている。地域におけるスポーツ・レクリエーション活動を推進し、質の高い指導ができる指導者の養成や活用、さらには情報提供を積極的に努める。

【現況】

· 公民館講座としてヨガやストレッチ等の講座を設け、あらゆる年代の生涯スポーツを振興している。

· 市民誰もが参加できる総合型地域スポーツクラブで、太極拳、バドミントン、テニス、ソフトバレー等各種スポーツに親しむことにより健康増進や体力の向上を図っている。活動は、東かがわ市引田温水プール、白鳥中央公園体育館、香川県立大川体育館で随時行っている。

　　（平成22年度登録数）

・ひけたスポーツクラブ　　　　　　　74名

・しろとりスポーツクラブ　　 　 　 141名

　　　・とらまるクラブ ONLY ONE 　 　　45名

◆　保健課主管の「にこにこプラン」との連携を図り、生涯スポーツを奨励することにより、心身の健康の保持に努めている。

【施策】
・地域におけるスポーツ・レクリエーション活動の普及
心身の健全な発達に重要な役割を果たすスポーツに、市民の誰もが生涯を通じていつでも身近に親しむことができる環境を整備するため、総合型地域スポーツクラブ等、地域における総合的なスポーツの場の育成・整備をはじめとした取り組みを推進する。
・スポーツ・レクリエーションの指導者の養成と活用

地域住民のニーズ等に応じた質の高い指導ができる人材の養成・確保・活用を促す。このような取組を通じ、成人の週１回以上のスポーツ実施率50％以上を目指す。

４－④　スポーツ施設の整備充実と競技力向上のための環境整備を図る

　生涯学習社会においては、市民のスポーツに対するニーズが多様化しており、そのニーズに対応できるようスポーツ施設の充実が求められている。より利便性の高いスポーツ施設の充実をはじめ、学校施設の有効活用やスポーツ施設の利用促進を図るとともに、指定管理者制度の活用等、適切な管理運営に努める。

【現況】

· 社会体育施設は、屋内施設として体育館６館、武道館２館、温水プール１施設が整備されており、屋外施設として野球場、テニス場、運動広場、パークゴルフ場、多目的広場等の各種競技に対応できる施設を整備している。施設の補修・改修については、市総合計画に基づき計画的に整備を進めている。また、学校体育施設(体育館・運動場)については、学校の運営に支障のない限りにおいて積極的に開放している。

· 体育指導委員の資質向上のため、各種事業の開催や研修会に派遣している。また、スポーツ少年団の指導者に対し、県等が実施している研修会や講習会の情報を提供し、受講参加を促進している。

· 生徒数の減少により、運動部活動の種類が以前に比較して少なくなったため、希望する部活動に参加できないことがある。

【施策】
・スポーツ施設の適切な管理運営と利用促進
多様化・高度化する市民のスポーツニーズに応え、誰もが生涯のそれぞれの段階にわたって、生きがいや健康づくりなどの目的で気軽にスポーツを楽しむことができる環境を整備するため、体育指導委員をはじめ、体育協会、スポーツ財団、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団等との一層の連携強化を図る。また、総合的なスポーツ施設の整備・市民参加行事の企画などライフスタイルに応じたスポーツ活動を主体的・継続的に行うための条件整備を推進する。
併せて、地域の貴重なスポーツ環境としての学校体育施設の一層の開放により、体育・スポーツ活動の拡大促進を図る。
・指導者の養成・確保
子どもたちの体育・スポーツ活動について、地域スポーツクラブの人材を活用しながら、子どもたちが学校で多様な指導を受ける体制を整備し、体力及び運動能力の向上に努める。また、学校と地域スポーツクラブとの一層の連携を通じて子どもたちに学校外でのスポーツ活動の機会を積極的に提供し、学校内外を通じた子どもたちのスポーツ活動の充実を図る。
・学校部活動の充実
心と体を一体としてとらえ、運動についての理解と合理的な実践を通して、積極的に体育・スポーツに親しむ資質・能力を育てる。このため、体育の授業、特別活動、総合的な学習の時
間、運動部活動など教育活動全体を通じて、豊かなスポーツライフの基礎を培うため、保育所・幼稚園・小学校・中学校がより一層連動した取り組みができるよう支援に努める。
・関係団体との連携
市民の競技スポーツへの興味・関心度をさらに高め、全国規模のレベルの高い大会を招致するとともに、全国・県大会への積極的な選手の派遣・支援を行う。また、体育・スポーツ関係団体等との連携のもとに一貫した指導体制の整備を図り、競技力の一層の向上に努める。
Ⅱ　教育委員会の概要

（１）教育委員会

	　
	東かがわ市の教育委員会は、５人の委員で構成されています。
委員は、市長の被選挙権を有し、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関して識見を有する方のうちから、市議会の同意を得て市長により任命されます。
任期は４年間です。（再任されることがあります。） 

	＊　委員長

	　
	委員の互選により選出されます。
教育委員会の会議を主宰し、教育委員会を代表します。
任期は１年間です。（再任されることがあります。） 

	＊　教育長

	　
	委員のうちから、教育委員会により任命されます。
教育委員会の指揮監督の下に、教育委員会のすべての事務を行います。
任期は、委員としての任期が適用されます。


	＊　東かがわ市教育委員会委員


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年４月1日現在）

	役職名
	氏名
	期数
	就任年月日

	教育委員長
	田中　勝弘
	2
	平成22年6月27日～

平成26年6月26日

	教育委員

（委員長職務代理者）
	森　　義治
	2
	平成23年6月27日～

平成27年6月26日

	教育委員
	吉田　りえ子
	3
	平成25年6月27日～

平成29年6月26日

	教育委員
	大久保　尚子
	1
	平成25年7月1日～

平成28年6月26日

	教育長
	竹田　具治
	1
	平成25年7月1日～

 平成27年6月30日


· 開催状況

　下記のとおり教育委員会会議を開催し、議案等94件について審議を行いました。

　　　委員会定例会　　　　　１２回

　　　臨時会                  ２回
· 委員の所管施設等訪問（学校園行事等への参加）、主な研修会等への参加状況
　　　入学式・入園式　　　　　　　　　　　　１６校・園　

　　　卒業式・卒園式　　　　　　　　　　　　１６校・園　

　　　目標面談　　　　　　　　　　　　　　　１６校・園　
　　　運動会　　　　　　　　　　　　　　　　１６校・園　
　　　

　　　平成２５年度香川県市町教育委員会連絡協議会委員研修会　　５名

　　　平成２５年度香川県教育委員会委員長・教育長会議　　　　　２名

平成２５年度東部教育長会研修会　　　　　　　　　　　　　３名

平成２５年度地域教育行政懇談会　　　　　　　　　　　　　４名　等
　
　　　
（２）　事務局職名別職員数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成2６年４月１日現在）

	課　　名
	課
長
	主
幹
	副
主
幹
	主
査
	主
主
任事
	主
事
	主
任
技
術
員
	技
術
員
	合　計

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	男
	女
	計

	学校教育課
	1
	１
	５
	１
	１
	１
	３
	２
	6
	9
	15

	生涯学習課
	1
	０
	６
	２
	１
	０
	０
	０
	７
	３
	10

	計
	2
	1
	11
	３
	２
	1
	３
	２
	13
	12
	25


（３）　幼稚園、小学校、中学校の園児・児童・生徒数等

	総括表
	
	
	
	
	
	
	
	
	（平成26年５月１日現在）

	区分
	学校数
	学
級
数
	幼児・児童数・生徒数
	教員数
	職員数

	
	本校
	分校
	
	男
	女
	計
	男
	女
	計
	男
	女
	計

	幼稚園
	7
	
	23
	147
	157
	304
	
	34
	34
	
	7
	7

	小学校
	６
	
	68
	674
	670
	1344
	42
	61
	103
	2
	13
	15

	中学校
	3
	
	36
	444
	395
	839
	39
	35
	74
	3
	4
	7


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 各施設別状況

[image: image1.emf]幼稚園

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

引　田 4 4 5 9 17 10 27 18 10 28 39 25 64 5 5 1 1

本　町 4 6 6 12 12 14 26 14 14 28 32 34 66 6 6 1 1

白　鳥 2 6 5 11 7 8 15 13 13 26 4 4 1 1

福　栄 3 2 2 2 1 3 1 2 3 3 5 8 4 4 1 1

三本松 3 3 8 11 2 6 8 10 7 17 15 21 36 5 5 1 1

誉　水 3 6 6 12 10 11 21 16 14 30 32 31 63 5 5 1 1

丹　生 4 3 12 15 5 8 13 5 8 13 13 28 41 5 5 1 1

合　計 23 22 39 61 54 55 109 71 63 134 147 157 304 34 34 7 7

合計

在園者数

教員数 職員数

園　　名

学

級

数

３歳 ４歳 ５歳


[image: image2.emf]小学校

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

引　田 11 2 13 14 20 34 24 25 49 23 22 45 26 20 46 22 21 43 27 27 54 136 135 271 8 13 21 2 2

本　町 9 3 12 17 15 32 19 17 36 20 25 45 24 14 38 26 32 58 21 19 40 127 122 249 6 13 19 1 1 2

白　鳥 7 2 9 12 17 29 9 9 18 22 19 41 10 12 22 12 12 24 17 11 28 82 80 162 5 10 15 4 4

福　栄 6 2 8 1 4 5 2 2 4 6 6 12 4 4 8 2 5 7 2 4 6 17 25 42 5 4 9 1 2 3

三本松 7 2 9 17 10 27 6 18 24 9 10 19 16 21 37 12 20 32 22 26 48 82 105 187 6 8 14 2 2

大　内 15 2 17 29 36 65 39 29 68 32 43 75 46 36 82 39 26 65 45 33 78 230 203 433 12 13 25 2 2

合　計 55 13 68 90 102 192 99 100 199 112 125 237 126 107 233 113 116 229 134 120 254 674 6701344 42 61103 2 13 15

6年 合　　　計 4年 3年

学校名

単



式

複



式

特

別

支

援

職員数

児　　　　　　童　　　　　　数　

教員数

5年

計

1年 2年

学　級　数


[image: image3.emf]中学校

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

引　田 6 2 8 28 19 47 30 25 55 24 26 50 82 70 152 9 7 16 1 1 2

白　鳥 9 4 13 48 45 93 60 54 114 58 40 98 166 139 305 13 14 27 1 2 3

大　川 12 3 15 65 66 131 64 69 133 67 51 118 196 186 382 17 14 31 1 1 2

合　計 27 9 36 141 130 271 154 148 302 149 117 266 444 395 839 39 35 74 3 4 7

1年 2年

教員数 職員数

生　　　　　　徒　　　　　　数　

合　計 3年

学校名

学　級　数

単



式

複



式

特

別

支

援

計


　
[image: image4.emf](４)　各種委員等の状況  　　　　　　　　　　　　　　　　  (平成26年5月1日現在）

種別 人数 任期

学校医 22

東かがわ市スポーツ推進委員 30 2年

東かがわ市人権同和教育指導員 2 1年

東かがわ市文化財保護審議会委員 6 2年

東かがわ市教育支援委員会委員 14 2年

東かがわ市歴史民俗資料館運営委員会委員 6 2年

東かがわ市指定史跡引田城址調査検討委員 5 3年

東かがわ市社会教育委員 6 2年

東かがわ市公民館運営審議会委員 9 2年

東かがわ市とらまる図書館協議会委員 9 2年

東かがわ市立学校評議員 60 1年

東かがわ市教科等指導員 30 1年

東かがわ市立学校結核対策委員会委員 10 2年

東かがわ市学校給食センター運営委員 11 1年

東かがわ市放課後子どもプラン運営委員 9 2年


(５)　教育予算額と決算額  　

[image: image5.emf]■平成２５年度

（単位：千円）

予算額（３月補正後） 決算額 割合（決算）

2,099,496 1,937,211 100%

１　教育総務費 559,566 514,348 27%

２　小学校費 92,411 81,260 4%

３　中学校費 87,716 79,514 4%

４　幼稚園費 217,264 212,549 11%

５　社会教育費 691,821 611,192 31%

６　保健体育費 450,718 438,348 23%

予算額（３月補正後） 決算額 割合（決算）

2,099,496 1,937,211 100%

１　国県支出金 29,587 31,579 2%

２　地方債 360,321 350,100 18%

３　その他 162,757 165,192 9%

４　一般財源 1,546,831 1,390,340 71%

■教育予算性質別内訳（平成２５年度決算）

（単位：千円）

性　　　　　質 金　　　　　額 割合（決算）

１　人件費 398,018 21%

２　物件費 786,021 40%

３　建設事業費 639,787 33%

４　扶助費 15,490 1%

５　補助費 79,101 4%

６　その他 18,794 1%

計

1,937,211 100%

（小）教育振興費（小）学校建設費（中）学校管理費（中）教育振興費（中）学校建設費幼稚園費社会教育総務費公民館・コミュニティセンター費図書館費歴史民俗資料館費人権教育費育成センター・教育支援センター費交流プラザ費保健体育総務費費学校給食費体育施設費計

教　育　費

（財源内訳）

１教育総務

費

27%

２小学校費

4%

３中学校費

4%

４幼稚園費

11%

５社会教育

費

31%

６保健体育

費

23%

平成

25

年度決算費目別内訳

１人件費

21%

２物件費

40%

３建設事業

費

33%

４扶助費

1%

５補助費

4%

６その他

1%

平成

25

年度決算性質別内訳


（６） 事務局分掌事務
	課　名
	分　掌　事　務

	学校教育課
	(１)　渉外及び儀式に関すること。

	
	(２)　表彰に関すること。

	
	(３)　請願又は陳情等の処理に関すること。

	
	(４)　公印の保管に関すること。

	
	(５)　文書の収受、発送及び保管に関すること。

	
	(６)　教育委員会の会議に関すること。

	
	(７)　教育委員会規則及び規程の制定又は改廃に関すること。

	
	(８)　教育委員会職員（県費負担教職員を除く。以下同じ。）の任免、給与その他人事に関すること。

	
	(９)　教育委員会職員の服務及び研修に関すること。

	
	(10)　県費負担教職員の研修に関すること。

	
	(11)　教育財産の取得、管理及び処分に関すること。

	
	(12)　香川県教育委員会及び市行政機関との連絡調整に関すること。

	
	(13)　県費負担教職員の任命及びその他人事の内申に関すること。

	
	(14)　教育委員会の所掌に係る歳入歳出予算及び経理に関すること。

	
	(15)　教育目的のための基本財産及び積立金の管理に関すること。

	
	(16)　公立学校共済組合に関すること。

	
	(17)　学校その他教育機関の設置、管理及び廃止に関すること。

	
	(18)　教具その他の設備に関すること。

	
	(19)　教育の調査及び統計に関すること。

	
	(20)　教科内容及びその取扱いに関すること。

	
	(21)　教科用図書の採択及び無償給付に関すること。

	
	(22)　学習効果の評価に関すること。

	
	(23)　学校の教職員の研修に関すること。

	
	(24)　就学、入学及び転学並びに猶予及び免除に関すること。

	
	(25)　学校の組織に関すること。

	
	(26)　学校の施設及び設備に関すること。
(27)　学校の通学区域の設定又は変更に関すること。

	
	(28)　学校の教職員並びに生徒及び児童の保健、衛生、福利及び厚生に関すること。

	
	(29)　学校における人権・同和教育に関すること。

	
	(30)　学校医に関すること。

	
	(31)　奨学金に関すること。

	
	(32)　就学援助に関すること。

	
	(33)　学校給食に関すること。

	
	(34)　教育支援委員会及び障害のある児童・生徒の就学指導に関すること。

	
	(35)　独立行政法人日本スポーツ振興センターに関すること。

	
	(36)　その他学校教育の指導に関すること。

	
	(37)　外国語指導助手に関すること。

	
	(38)　他の課の所掌に属しない事務に関すること。

	生涯学習課
	(１)　生涯学習の総合的な計画及び推進に関すること。

	
	(２)　生涯学習推進本部に関すること。

	
	(３)　公民館、図書館その他の社会教育機関の設置、管理及び廃止に関すること。

	
	(４)　交流プラザの管理及び運営に関すること。

	
	(５)　生涯学習資料の刊行及び配布に関すること。

	
	(６)　生涯学習のために必要な設備、器材及び資料の提供に関すること。

	
	(７)　社会教育委員に関すること。

	
	(８)　社会教育関係団体の指導育成に関すること。

	
	(９)　講座の開設及び討論会、講習会、講演会、展示会その他の集会

	
	の開催並びにこれらの奨励に関すること。

	
	(10)　学校施設を利用する生涯学習に関すること。

	
	(11)　成人教育に関すること。

	
	(12)　家庭教育に関すること。
(13)　青少年の健全育成に関すること。

	
	(14)　視聴覚教育に関すること。

	
	(15)　文化の振興に関すること。

	
	(16)　とらまるパペットランドに関すること。

	
	(17)　文化財の保存及び活用に関すること。

	
	(18)　放送大学に関すること。

	
	(19)　その他生涯学習に関すること。

	
	(20)　市民スポーツの振興に関すること。

	
	(21)　スポーツ団体及びレクリエーション団体の育成並びに指導者養成に関すること。

	
	(22)　スポーツ推進委員に関すること。

	
	(23)　市民スポーツ及びレクリエーション施設の設置、管理運営及び廃止に関すること。

	
	(24)　学校体育施設の開放に関すること。

	
	(25)　その他市民スポーツに関すること。


	



[image: image6.emf]国宝

種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 書跡 1帖 S30.2.2 猪熊真美子

種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 絵画 1幅 M34.3.27 與田寺

2 絵画 1幅 M34.3.27 與田寺

3 彫刻 3躯 M34.3.27 水主神社

4 彫刻 1対 M34.3.27 水主神社

5 彫刻 4躯 M34.3.27 水主神社

6 彫刻 1躯 M34.3.27 水主神社

7 彫刻 1躯 M34.3.27 釈王寺

8 彫刻 2躯

H10.6.30

名称変更

H22.6.29

與田寺

9 彫刻 1躯 H10.6.30 與田寺

10 工芸品 1口 T11.4.13 白鳥神社

11 工芸品 1背 S34.6.27 水主神社

12 書跡 600帖 S34.3.27 水主神社

13 書跡 １巻 S11.5.6 猪熊真美子

種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 記念物 S15.2.10 東讃漁業協同組合

2 記念物 S17.7.21 農林水産省

種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 建造物 3棟 S29.8.18 猪熊ちづゑ

2 建造物 2基 S47.5.23 與田寺

3 絵画 1幅 S41.3.31 白鳥美術館

4 絵画 1幅 S29.8.18 與田寺

5 絵画 1双 S29.8.18 與田寺

6 絵画 1幅 S47.5.23 與田寺

7 彫刻 1躯 S29.8.18 與田寺

8 彫刻 1躯 S44.4.3 與田寺

9 彫刻 1躯 S41.3.31 白鳥美術館

10 彫刻 1対 S47.5.23 水主神社

11 彫刻 1口 S47.5.23 水主神社

12 工芸品 7枚 S39.4.9 與田寺

13 工芸品 1口 S30.6.1 天野　勇

東かがわ市の文化財一覧　　平成26年7月現在

木造獅子頭

十二天像版木

刀　備前国住長船与三左衛門尉祐光

与田寺所蔵山王祭屏風

絹本著色稚児大師像

与田寺本尊薬師如来

金銅誕生釈迦仏立像

木造阿弥陀如来坐像

木造狛犬

鹿浦越のランプロファイヤ岩脈

猪熊家住宅　母屋・門・長屋

名　　　　称

石造宝篋印塔

絹本著色胎蔵界曼荼羅図

与田寺所蔵山水万壑松禱図

太刀　銘　正恒　（附糸巻太刀拵）

雷文螺細鞍

大般若経　附経箱　六十箱

　　　　　内底経箱勧進記録等墨書

紙本墨書周書　巻第十一断簡

名　　　　称

絹島及び丸亀島

木造狛犬

木造女神坐像

木造男神坐像

木造聖観音立像

木造不動明王立像及び童子像

不動明王像内に不動明王真言五種の記及

び内法主永信僧康慶の銘がある

木造矜羯童子像

肥前国風土記

名　　　　称

絹本著色地蔵曼荼羅図

絹本著色仏涅槃図

木造御神像　倭迹々日百襲姫命坐像

　　　　　　倭国香姫命坐像

　　　　　　大倭根子彦太瓊命坐像

重要文化財

名　　　　称

天然記念物

県指定有形文化財


[image: image7.emf]種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 無形 S44.4.3

東かがわ市白鳥虎頭舞保存会

2 無形 S44.4.3 尺経獅子保存会

種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 史跡 S44.4.3 渡辺吉郎ほか

種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 記念物 S42.5.30 三宝寺

2 記念物 S29.8.18 與田寺

種　別 員数 登録年月日 所有者（管理団体）

1 民俗 721点 H26.3.10 日本手袋工業組合

種　別 員数 登録年月日 所有者（管理団体）

1 建造物 １棟 H14.8.21 三谷製糖羽根さぬき本舗

2 建造物 １棟 H14.8.21 三谷製糖羽根さぬき本舗

3 建造物 １棟 H14.8.21 三谷製糖羽根さぬき本舗

4 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

5 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

6 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

7 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

8 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

9 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

10 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

11 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

12 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

13 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

14 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

15 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

16 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

17 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

18 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

19 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

20 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

21 建造物 １棟 H15.9.19 合資会社かめびし

22 建造物 １棟 H22.2.3 日下光義

23 建造物 １棟 H22.2.3 日下光義

24 建造物 １棟 H22.2.3 日下光義

25 建造物 １棟 H22.2.3 松村幾久雄

日下家住宅主屋

日下家住宅長屋門

松村家住宅主屋

かめびし赤門

かめびし圧搾場

かめびし五号蔵

かめびし七号蔵

かめびし八号蔵

旧引田郵便局舎

かめびし旧四号蔵及び旧六号蔵

かめびし一号蔵

かめびし仕込み部屋

かめびし三号蔵

かめびし十号蔵

かめびし十一号蔵

かめびし十二号蔵

かめびし十三号蔵

かめびし十四号蔵

かめびし作業場

三谷製糖羽根さぬき本舗砂糖釜屋

三谷製糖羽根さぬき本舗主屋（押し場） 

三谷製糖羽根さぬき本舗旧牛舎

かめびし事務室及び展示室

かめびし資材置場

かめびし蔵

名　　　　称

白鳥廃寺跡

名　　　　称

三宝寺のボダイジュ

與田寺のムクの木

名　　　　称

名　　　　称

虎頭の舞

尺経獅子舞

登録有形民俗文化財

名　　　　称

東かがわの手袋製作用具及び製品

登録有形文化財

県指定無形民俗文化財

県指定史跡

県指定天然記念物


[image: image8.emf]種　別 員数 登録年月日 所有者（管理団体）

26 建造物 １棟 H22.2.3 泉　實

27 建造物 １棟 H23.10.28 松村長生

28 建造物 １棟 H23.10.28 松村長生

29 建造物 １棟 H23.10.28 長﨑　修

30 建造物 １基 H23.10.28 長﨑　修

31 建造物 １棟 H23.10.28 長﨑　修

32 建造物 １棟 H23.10.28 長﨑　修

33 建造物 １棟 H23.10.28 長﨑　修

34 建造物 １棟 H23.10.28 長﨑　修

種　別 員数 指定年月日 所有者（管理団体）

1 無形

H18.3.15

（選択）

東かがわ市白鳥虎頭舞保存会

大種別 小種別 指定年月日 所有者（管理団体）

1 有形文化財 絵　画 S58.2.9 白鳥神社

2 有形文化財 絵　画 S58.2.9 白鳥神社

3 有形文化財 絵　画 S63.6.9 市教育委員会

4 有形文化財 彫　刻 S58.2.9 白鳥神社

5 有形文化財 彫　刻 S59.10.15 観音寺

6 有形文化財 彫　刻 S60.3.5 栄国寺

7 有形文化財 彫　刻 S59.5.28 弘海寺

8 有形文化財 彫　刻 S60.3.25 釈王寺

9 有形文化財 彫　刻 S60.3.25 円光寺

10 有形文化財 彫　刻 S60.3.25 松の下自治会

11 有形文化財 彫　刻 S60.3.25 顕法寺

12 有形文化財 彫　刻 H14.5.16 東昭寺

13 有形文化財 彫　刻 H22.1.25 円光寺

14 有形文化財 工芸品 S58.2.9 白鳥神社

15 有形文化財 工芸品 S58.2.9 白鳥神社

16 有形文化財 工芸品 H7.9.21 与田神社

17 有形文化財 工芸品 H12.9.28 二宮神社総代

18 有形文化財 工芸品 H12.9.28 市教育委員会

19 有形文化財 工芸品 H12.9.28 市教育委員会

20 有形文化財 工芸品 H15.3.11 定廣數市

21 有形文化財 工芸品 H15.3.11 山田和弘

22 有形文化財 工芸品 H15.3.11 積善坊

23 有形文化財 書　跡 S57.2.26 若王寺

24 有形文化財 書　跡 S58.2.9 白鳥神社

25 有形文化財 書　跡 H13.3.6 水主神社

26 有形文化財 書　跡 H5.6.29 市教育委員会

27 有形文化財 書　跡 S57.2.26 若王寺

記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財

名　　　　称

白鳥の虎頭の舞

東かがわ市指定文化財

名　　　　称

三十六歌仙扁額

木造聖観音立像

長﨑家住宅主屋

長﨑家住宅土塀

長﨑家住宅上便所

長﨑家住宅本座敷

長﨑家住宅表木戸及び板塀

長﨑家住宅土蔵

木造持国天立像

阿弥陀如来立像

松村家住宅門及び塀

泉家住宅主屋

松村家住宅主屋

名　　　　称

日本武尊神影

大川郡三本松村地引き図（四鋪

の内の二鋪）

白鳥神社木造神馬

阿弥陀如来坐像(観音寺)

阿弥陀如来坐像(栄国寺)

木造聖観音立像

木造毘沙門天立像

｢白鳥宮｣御額題字

木造阿弥陀如来立像

木造不動明王坐像

甲冑（紺糸緘）

甲冑（白糸緘）

与田神社の懸仏八面

壷(久米栄左衛門旧蔵)

外陣大般若経５７０巻

能代家文書及び什器

若一王子大権現縁起

久米栄左衛門遺品

宝篋印塔

宝塔

五輪塔

若王寺大般若経

二宮神社本殿脇燈籠


[image: image9.emf]大種別 小種別 指定年月日 所有者（管理団体）

28 有形文化財 古文書 S57.2.26 青木貞夫

29 有形文化財 古文書 S57.3.23 小倉　新

30 有形文化財 古文書 H15.3.11 三谷聖七

31 有形文化財 考古資料 S58.2.9 白鳥神社

32 有形文化財 考古資料 S58.2.9 木村政光

33 有形文化財 考古資料 H1.2.27 栄国寺

34 有形文化財 考古資料 H9.2.17 市教育委員会

35 有形文化財 考古資料 H12.9.28 市教育委員会

36 有形文化財 考古資料 H12.9.28 不詳

37 有形文化財 歴史資料 H15.3.11 菊池常夫

38 有形文化財 歴史資料 H15.3.11 黒羽自治会

39 有形文化財 建造物 S55.2.26 河野官一

40 有形文化財 建造物 S58.2.9 白鳥神社

41 有形文化財 建造物 S60.3.5 栄国寺

42 有形文化財 建造物 S61.6.13 原　稔

43 有形文化財 建造物 S61.6.13 原　稔

44 有形文化財 建造物 S63.6.9 前田謙三郎

45 有形文化財 建造物 H18.6.16 地主神社総代

46 無形文化財 工芸技術 S63.6.9 竹田準太郎

47 民俗文化財 考古資料 H1.2.27 八坂神社

48 民俗文化財 有形民俗文化財 H9.2.17 石神神社

49 民俗文化財 有形民俗文化財 H9.2.17 馬宿自治会（住吉神社蔵）

50 民俗文化財 無形民俗文化財 S56.3.7 兼弘天王社氏子

51 民俗文化財 無形民俗文化財 S58.9.1 松原太鼓保存会

52 民俗文化財 無形民俗文化財 H5.6.29 西村天鵞絨獅子保存会

53 民俗文化財 無形民俗文化財 H12.7.28

東かがわだんじり子供歌舞伎

54 民俗文化財 無形民俗文化財 H18.6.16 番屋お船唄保存会

55 記念物 史　跡 S55.2.26 岡本　進

56 記念物 史　跡 S55.5.24 藤井藤枝

57 記念物 史　跡 S62.4.1 内海一市

58 記念物 史　跡 S62.4.1 富田博

59 記念物 史　跡 H1.2.27 赤沢英治他

60 記念物 史　跡 H8.2.29 東かがわ市

61 記念物 史　跡 H9.2.17 積善坊

62 記念物 史　跡 H12.12.20 四国森林管理局

63 記念物 史　跡 H15.3.11 四国森林管理局

64 記念物 史　跡 H15.3.11 公道

65 記念物 天然記念物 S55.2.26 白鳥小学校

66 記念物 天然記念物 S56.3.7 東かがわ市

67 記念物 天然記念物 S59.5.28 與田寺

68 記念物 天然記念物 H12.9.28 三谷菊代

名　　　　称

讃岐国大絵図

木地師免許状

栄国寺本堂

奉願上口上書

石剣

独鈷状石器

竜雲院殿霊牌

川北一号墳出土品

沖代水田遺跡出土品

石燈籠（常夜燈）

句碑（麦林翁）

当尺地蔵堂の道標

坂元の五輪塔

丁石

塩田関係絵図と文書

糖業感謝碑

一石五輪塔

白鳥神社随身門(鶴の門)

鈴の緒づくり

八坂神社棟札

式三番叟一式

船絵馬（吉川蘆光画)

兼弘天王社祭礼

松原太鼓

西村天鵞絨獅子舞

白鳥だんじり子供歌舞伎

番屋お船唄

森権平愛馬の墓

枝垂柳

ハマボー

観音谷の大楠

藤井古墳

大日山古墳（白鳥字北池）

森権平の墓

蕪越狼煙場跡

川北一号墳

大日山古墳（川東）

亀石

城山国有林(引田城址)

葛峰狼煙場跡

大坂峠古道
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文化財指定等の件数

国宝

記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財

登録有形文化財

東かがわ市指定文化財

重要文化財

天然記念物

県指定有形文化財

県指定無形民俗文化財

登録有形民俗文化財

県指定史跡

県指定天然記念物




























































































































































































































































































































































































東かがわ市教育推進プラン


教育の不易不変の原理は「人づくり」である。智・徳・体がバランスよく身についた、心身ともに豊かでたくましい「人づくり」を目指し、殊にすべての子どもが自立して社会で生きていけるための基礎を身につけさせる。


そのために、親が、教師が、そして地域の大人たちが、切磋琢磨し、子どもたちの鏡・手本とならねばならない。

















２１年度の努力点





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































基本方針４　生涯を通じて学び続ける環境を整備する
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基本方針３　子どもたちの安全・安心を確保するとともに、質の高い教育環境を
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基本方針２　個人の人格を尊重しつつ能力を伸ばし、社会の一員として生きる


基盤を育てる
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基本方針１　地域全体で教育の向上に取り組む
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基本方針４


生涯を通じて学び続ける環境を整備する


①　いつでも、どこでも学べる環境をつくる


②　地域に根ざした文化・芸術を振興する


③　市民一人一人が日常的に楽しめる生涯スポーツを振興する


④　スポーツ施設の整備充実と競技力向上のための環境整備を図る





基本方針３


子どもたちの安全・安心を確保するとともに、質の高い教育環境を整備する


安全で安心な教育環境を実現する


特色ある学校づくりに向けた教育環境を整備する


学びを保障するため教育機会の均等を確保する





基本方針２


個人の人格を尊重しつつ能力を伸ばし、社会の一員として生きる基盤を育てる


知識・技能や思考力・判断力・表現力、学習意欲等の「確かな学力」を


確立する


規範意識を養い、豊かで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やす),康)�らかな心と健やかな体をもつ子どもを育成する


「人づくり」に応じる教職員の能力・資質の向上を図る


特別なニーズに対応した教育を推進する


社会の変化に対応した教育を推進する





基本方針１　


地域全体で教育の向上に取り組む


家庭の教育力の向上を図る


家庭・学校・地域の連携・協力を強化し、地域全体の教育力の向上を図る


たくましく生きるために体力の向上や健康教育の推進を図る




































































































































































































































































































































































































































































� スクールカウンセラー……児童生徒の臨床心理に関して高度に専門的な知識及び経験を有する者を指す。略記ではSC。


� スクールソーシャルワーカー……学校において、社会福祉等の専門的な知識や技術を有する者を指す。略記ではSSW。


� 確かな学力……知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資質や能力等まで含めたもの。


� 生きる力……変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちに身に付けさせたい[確かな学力]、[豊かな人間性]、[健康と体力]の3つの要素からなる力。


� ALT……外国語指導助手。外国語によるコミュニケーション能力の育成、外国語教育の充実等の進展を図るため、学校訪問などにより、生徒や教員に対する語学指導などを行っている者を指す。


� 総合的な学力……知識の習得を中心とした基礎的な学力だけでなく、思考力、判断力、表現力、規範意識、基礎体力等も含めた学力。


� 中1ギャップ……小学校から中学校に進学した際、新しい学校生活になじめずに、不登校やいじめ等の問題行動が急増する現象。


� ICT……情報通信技術。


� スクールガード・リーダー……地域学校安全指導員。学校等を巡回し、学校安全体制及び学校安全ボランティアの活動に対して専門的な指導を行う者を指す。


� ユネスコ……諸国民の教育、科学、文化の協力と交流を通じて、国際平和と人類の福祉の促進を目的とした国際連合の専門機関。1945年に採択されたユネスコ憲章に基づいて、1946年に創設された。本部はフランス共和国・パリ市。世界52か所に地域事務所をもつ。日本は1951年に加盟した。2009年現在、加盟数は193カ国である。


� ユネスコ・スクール……ユネスコ憲章に示されたユネスコの理想を実現するため、平和や国際的な連携を実践する学校。
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